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なな山緑地の会発行

南鶴牧小学校のなな山観察会
暑さも収まってきた10月10日、秋の始まったなな山緑地
に集まった南鶴牧小学校の子供たち。今年度3回目のなな山
観察会に、私は1年生の息子と参加させていただきました。
初めて観察会に参加したのは息子が年長の頃だったのです
が、小学校に上がった息子が観察会の手紙をもらってくる
度に、トトロに出てくるようなあの山に、どうしても、も
う一度連れて行って欲しいと懇願するので、参加すること
となりました。
相田さんのご案内により、いつものように様々な植生の雑
木林を歩きます。広葉樹の多い雑木林、アズマネザサの山、
針葉樹の多い雑木林、なな山緑地は様々な顔を私たちに見
せてくれます。子供たちはどの場面でも飽きることなく、
弾む足取りで相田さんに着いて行きます。様々な植生の違

なな山緑地の会は活動を始めて今年で 14年目を迎えました。昨年一年間の活動
は一昨年と比べて特に目立った点はなく穏やかな一年でした。
変化といえばエンジン付運搬車を導入し、以前なら切り倒した木はその場所に置
いたままでしたが、それを広場まで降ろすことができるようになりました。
また、多摩第二小学校の児童による自然体験学習授業が行われ、さらに恒例の「な
な山で遊ぼう」では 100数十名の児童、保護者がなな山を訪れてくれました。
畑では、例年の倍近くの里芋の収穫があり、シイタケ、ナメコも豊作でした。
加えて昨年は、一般の活動とは別に、首都大学東京にある牧野標本館の加藤英寿
先生の指導のもと、なな山の植物標本を作り寄贈し「東京都植物誌」の刊行と植
物学の基礎研究に寄与することを目指す「なな山緑地の会植物標本プロジェクト」
が中原さんを中心に 3月からスタートし、263 点の標本を納めることができま
した。これは、今年も続けられます。
もう一つは相田さんを中心に 2014年 11月からスタートした樹木調査で、昨年
　　　　  1 月に終了し、なな山の樹木 2032本が確認されました。
　　　　　　　　このように、通常の活動とは別にこれからも、色々の分野での
　　　　　　　　　　　活動が期待されます。
　　　　　　　　　　今年が怪我、事故のない一年でありますよう願っておりま
　　　　　　　　　す。最後に、みなさまの暖かいご支援とご理解をお願いして
　　　　　　　　 ご挨拶とさせて頂きます。
　　　　　　　　　　　2017年 1月　　　なな山緑地の会会長　髙木 直樹
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いを、子供たちは自然と体で感じ、まるで相田さんと分か
ち合っているように見えたのがとても印象的でした。
途中で息子は、ナナフシを見つけることができました。そ
の顔はとても嬉しそうでした。立派な夏大根をお土産にい
ただき、ありがとうございました。
1年生の参加は息子だけで、散策時の体力面を心配してい
ましたが、これ
からもずっと観
察会に参加した
いと話す息子に、
仕事を理由に断
り続けていた私
は、大いに反省
したのでした。

　松澤 朋子
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佐々木宏治さんを悼む　　　

　

カマを研ぐ佐々木宏治さん

収穫したスイカを味わう
佐々木さんご夫妻

　　　　　　　  住崎岩衛
同級生の佐々木宏治さんは、昨
年から「なな山の活動」にご夫
婦で参加し、マイ道具を揃え毎
回楽しみにしていました。彼の
突然の訃報は、大変残念でなり
ません。
在りし日のお姿を偲び、心から
ご冥福をお祈りいたします。

各自持参した虫かごに入れ持ち帰りました。立派で元気なカブト虫に育つことを祈ります。大きな声出し、キャーキャー言
いながらターザンロープに乗る子供たち、真剣に工作する子供たち、緑地内を探検する子供たち、一緒に遊ぶ父母、みんな
が楽しく元気に遊んでいます。
お昼の時間になり、持参したおにぎりやお弁当を仲良しグループや家族で集まって、お母さんたちが作ったあったかいけん
ちん汁をもらって食べました。けんちん汁をおかわりする子供たち、アッという間に完食です！　おやじが初めてチャレン
ジした「焼き芋」は食後のスイーツ？として出しました。抜群の出来上がりでメチャクチャ甘い！　これもアッという間に
　　　　　　　　　　　完食でした。天気も良く、いっぱい遊んで腹ペコだったのでしょう、「なな山の緑の中で食べる食
　　　　　　　　　　　　事は最高！」（2年生の男子より）。14 時半過ぎ、終了の時間になりました。後ろ髪を引かれる
　　　　　　　　　　　　　思いですが、集合写真を撮って、なな山緑地の会の方々やPTCAのお母さん方にお礼を述べて
　　　　　　　　　　　　　二小に帰りました。普段の生活圏内なのに様々な体験や経験ができる、何よりみんなが楽しめ
　　　　　　　　　　　　める、そんな「なな山緑地」で今年もいい時間を過ごしました。一人一人に様々な思いを刻めた
　　　　　　　　　　　　一日だと思います。事故、トラブル、ケガもなく、無事に終了できました。有難うございました。

なな山で遊ぼう2016活動報告
　　　　　　　　　　　　　　多摩第二小学校 おやじの会　峰岸 博一
「なな山で遊ぼう」行事は子供も大人も楽しむビックなイベントです。毎年大勢の参
加者ですが、今年はなんと！！ 約 240名（子供たち、父母、PTCAのお母さん有志、
おやじの会の一部）の過去最多の大所帯になりました。当然おやじの会も盛り上がり、
居酒屋に集合して夜遅くまで打ち合わせを行い、いい年のおやじがワクワクしなが
ら色々な事を考えました。そんな中、滑車を使ったターザンロープをやりたい！ と
熱い思いで語る一人のおやじ、一同一瞬沈黙するが　「やるかー」、「やろうよ」・・・
とさらに勢いを加速してしまう事に！　今年はこの滑車を使ったターザンロープが
新たな遊具に加わりました。
今年の遊具は次の通りです。　●滑車を使ったターザンロープ（NEW）　●1本の
長いロープを太い木の枝の高いところにかけて作ったターザンロープ　●ロープで
作ったブランコ　●1本のハシゴを4個連結して杉の木に固定したハシゴ登り（地上
6メートル程の高さ）　●落ち葉をたくさん集めて作ったソリの滑走場（ゴールは
大量の落ち葉にダイブ）。
12月 18日当日を迎えました。おやじたちは朝 8時に二小に集合、それぞれの分担
確認、道具や備品の準備をして 9時 30分、子供たちの集合時間を待ちました。一人、
二人と子供たちが集まり始め受付をしていると、キラキラ眼で早く遊びたい！！と
言わんばかりの笑顔。みんないい顔していました。全員集合、朝礼を済ませてなな
山に向け歩いて出発。なな山に到着して、会長さんからのご挨拶、注意点のお話を
聞いて「なな山で遊ぼう 2016 スタート !」。準備していた遊具に向かう子供たち、
ワクワク、ドキドキが伝わってきました。遊具以外の体験や工作品を次に紹介します。
●クズのつるで作るクリスマスリース　●木工細工　●丸太きり　●弓矢作り。材
料は、なな山緑地内で調達し、会員の皆さんがご指導して下さいました。完成品の
クオリティーの高さに驚きました（・・・・・これ、売り物か？・・・って感じ）。
●カブトムシの幼虫採取。これは会員の皆さんが、日頃より枯葉を集めて育てたカ
ブトムシの幼虫を採取させていただきました。見たこともない大きな幼虫に一瞬びっ
くりしたものの、スコップで丁寧に土をかき分けて、一匹一匹を探しながら取って、
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てっぺん童子（わらし）　　　永田美夫
大抵の山の樹冠にはてっぺん童子がいる。
人には見えない。ごくたまに、小さな子供がその姿を目撃
することがあるが、まわりに相手にされないでいるうちに、
いつしか見たことも忘れてしまう。
何のためにてっぺん童子は存在するのだろうか？それは本
人にもわからないし、まわりにもわからない。
てっぺん童子は、なんにもしない。
病気にかかった樹木の面倒を見ることもないし、タヌキや
モグラが傷ついて苦しんでいても、手を差し伸べることも
ない。
晴れた日には一日中、樹冠の上で空を見上げ、さまざまに
形を変える雲を眺めていたり、風の強い日には激しく揺れ
る木の葉にしがみついて、ロデオ乗りを楽しんだりする。
てっぺん童子の苦手は雨降りである。
そんな日には、木の洞をみつけてもぐりこみ、一日中じっ
としている。濡れたからといって別にどうということも無
いのだが、嫌いなものは嫌いというほかはないようだ。
秋が深まり、落葉樹の葉達は黄色に赤に、色づき始めた。「離
層」によって樹木本体から切り離され、水分や栄養分の供
給をカットされた葉達は、土に還る準備を始めたのである。
　「そろそろお別れだね」と、てっぺん童子が話しかける。
　「うん、そうだね」と、葉達が返す。
　「君たちは地面に落ちたら、どうなるの」
　「ちいさな虫や、もっとちいさな生き物に粉々にされて
　しまうのさ」
　「ふうん、それから先はどうなるの？」
　「うんとうんと小さくなって、いろんな生き物の体の一
　部になるのさ。虫や花や、草や木や、ひょっとしたらも
　う一度この葉っぱになれるかもしれないねえ」
　「ふうん、いろんなものになれるんだねえ、うらやまし
　いな、僕もいろんなものになりたい」
　「君はずっとてっぺん童子さ」
　「どうしてだい？」
　「君は死なないからさ」
葉達は散ってしまった。独りになったてっぺん童子は退屈
である。
もしもあなたが森を散策中に頭の上にドングリが落ちてき
たら、それはてっぺん童子のいたずらかもしれない。
くれぐれも、ヘルメット装着を忘れずに。

なな山緑地
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「森を守る」ことに簡単な答えはないようです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯田　歩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初めてなな山緑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地の会の活動に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加させていた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいたのは、１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年前の 10月 4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週目の日曜日で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。前日の土
曜日にはグリーンボランティア初級講座の修了証書をいた
だいたばかりでした。
私がグリーンボランティアに参加するきっかけは、近所の
森を後世に残していきたい、子供に自然の大切さを伝えて
いきたい、そして守っていって欲しいと思ったからです。
しかし私自身、森のことは何も知りません。では「森を守
る」とはどういうことなのか。それは自分が実際に体験し
て、感じたことを伝えることだと思ったからです。
この一年なな山でさまざまな体験をしました。山に入った
時の空気の冷たさや真夏に木陰で感じる心地良い風、山の
急な斜面を歩く時の緊張感、太い枯れ木を切り倒す時の音、
その生木の重たさなどです。山は普段暮らしている安全な
場所とは違います。枯れ枝が落ちていて足に引っ掛かるこ
ともあります。雨が降ったあとはいつも歩く小道が川のよ
うになってぬかるんでいます。木々が覆いかぶさるように
茂っている場所は昼間でも暗い。勢いよく歩いていて大き
な蜘蛛の巣にひっかかりびっくりしたこともあります。自
然について本やテレビからたくさん情報は得られますが、こ
ういう体験はそれらでは伝えきれないところだと思います。
また入会した頃、なな山では樹木調査が行われており早速、
初級講座で習ったばかりの調査方法を実践するチャンスで
した。普段活動する場所はきれいに手入れされています。
調査を体験してみないかと言われ喜んで「ハイ」と付いて
いった調査場所は自然のままの場所でした。自然のままの
場所は感じたまま伝えると「すごい場所」でした。背丈ほ
どもある笹を両手でかき分け、足元が見えない斜面を用心
しながら下り、ようやく目的の調査する樹木にたどり着く
といった状態です。入会して間もない私はなな山にはこん
な場所もあることを知る貴重な体験となりました。
なな山で活動される方々は山や草花、畑などなど詳しい方
がたくさんいて、いろいろ教えてもらえます。自然だけで
なく時には人生の先輩から大切なことを教わることもあり
ます。「森を守る」ことに簡単な答えはないようです。これ
からもなな山を大切に想いながら活動を続けていき、それが
さまざまな体験を伝えることに繋がっていけばと思います。



 

 

 

 

 


